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ダビガトランのプロテイン S 比活性測定に与える影響
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[目的]抗凝固システムの一つであるプロテイン C/プロテイン S凝固抑制系（APC）

の異常により血栓症が生じる。特にプロテイン S にはⅠ型(量的)異常およびⅡ型

(質的)異常の 2 種類の異常があり、プロテイン S の量および比活性を正しく評価

することが重要であるために、我々は以前プロテイン S の比活性測定法を確立し

た。血栓症患者では、治療薬としてダビガトランエテキシラートメタンスルホン

酸塩(プラザキサ)などの抗凝固薬を服用していることが多いため、そのような場

合においても、プロテイン Sの比活性を正しく測定できるかを調べた。 

[方法]健常人の血漿に最終濃度が 0 - 1000 ng/ml となるようにダビガトランを加

えインキュベートし、プロテイン S比活性測定法により測定した。 

[結果および考察] ダビガトランエテキシラートメタンスルホン酸塩 110 mg カプ

セルを経口投与した時、得られる代謝産物のダビガトランの最高血中濃度(94 

ng/ml)より濃い100 – 1000 ng/mlのダ

ビガトランをin vitroで血漿に反応さ

せても、図のように、プロテイン S比

活性測定に影響を与えないことを確認

した。このことよりダビガトラン服用

患者においても、その影響を考慮する

ことなく、プロテイン S比活性測定法

を用いることができると考えられる。 

 


